
地域包括ケアシステム推進のための取組の強化⑪ 

 

 医療ニーズが高い患者が安心・安全に在宅療養に移行し、在宅療養を継続できるようにするた
めに、退院直後の一定期間、退院支援や訪問看護ステーションとの連携のために、入院してい
た医療機関から行う訪問指導について評価する。 
 

 

 （新）  退院後訪問指導料   ５８０点（１日につき） 
 （新）     訪問看護同行加算   ２０点 
 
［算定要件］ 

① 対象患者：別表第８又は認知症高齢者の日常生活自立度判定基準Ⅲ以上※ 

           ※要介護被保険者等及び看護師等が配置されている特別養護老人ホーム・指定障害者支援施設等の入所者（ただし保険医   
                                       療機関を除く。）も算定可能とする。 

② 算定回数：退院後１か月以内に限り、５回を限度として算定する。 

③ 在宅療養を担う訪問看護ステーション又は他の保険医療機関の看護師等と同行し、指導を行った場合に
は、訪問看護同行加算として、退院後１回に限り、所定点数に加算する。 

   
 

 
 

 

平成28年度診療報酬改定 

退院直後の在宅療養支援に関する評価 

別表第８ 
１ 在宅悪性腫瘍等患者指導管理若しくは在宅気
管切開患者指導管理を受けている状態にある者
又は気管カニューレ若しくは留置カテーテルを使用し
ている状態にある者 

２ 以下のいずれかを受けている状態にある者 
在宅自己腹膜灌流指導管理 
在宅血液透析指導管理 
在宅酸素療法指導管理 
在宅中心静脈栄養法指導管理 
在宅成分栄養経管栄養法指導管理 
在宅自己導尿指導管理 

 
在宅人工呼吸指導管理 
在宅持続陽圧呼吸療法指導管理 
在宅自己疼痛管理指導管理 
在宅肺高血圧症患者指導管理 

３ 人工肛門又は人工膀胱を設置している状
態にある者 

４ 真皮を超える褥瘡の状態にある者 
５ 在宅患者訪問点滴注射管理指導料を算
定している者 ＜入院医療機関＞ 

＜患家＞ 

＜訪問看護ステーション＞ 

訪問看護
同行加算 

退院後 
訪問指導料 
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１ 医療機能に応じた入院医療の評価について 

地域包括ケアシステムの推進と医療機能の分化・強化、連携に関する視点 

重点課題 
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平成28年度診療報酬改定 

５ 医療保険制度改革法も踏まえた外来医療の機能分化に
ついて 

４ 質の高い在宅医療・訪問看護の確保について 

２ チーム医療の推進、勤務環境の改善、業務効率化の取組
等を通じた医療従事者の負担軽減・人材確保について 

３ 地域包括ケアシステム推進のための取組の強化について 



質の高い在宅医療・訪問看護の確保① 

  在宅医療では、比較的重症な患者から軽症な患者まで幅広い患者に対して診療が行われてい
ることから、以下のとおり患者の状態や居住場所に応じたきめ細かな評価を実施する。 

 

① 特定施設入居時等医学総合管理料について、算定対象となる施設を見直すとともに、名称を変更 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

② 以下に掲げる重症度の高い患者に対する評価を充実 

在宅医療における重症度・居住場所に応じた評価① 

平成28年度診療報酬改定 

現行（対象となる住まい） 

特定施設入居時等
医学総合管理料
（特医総管） 

養護老人ホーム、軽費老人ホーム、
特別養護老人ホーム、特定施設 

在宅時医学総合管
理料（在総管） 

上記以外の住まい 

改定後（対象となる住まい） 

施設入居時等医学総
合管理料（施設総
管） 

養護老人ホーム、軽費老人ホーム、特別養護老人
ホーム、有料老人ホーム、サービス付き高齢者向
け住宅、認知症グループホーム 

 

在宅時医学総合管理
料（在総管） 

 

上記以外の住まい 
 

※ 改定前に在総管を算定できた住居（特定施設以外の有
料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅、認知症グ
ループホーム）に居住している患者は、平成29年3月末ま
では在総管を算定できる。 

48 

重症度の高い患者 

・末期の悪性腫瘍の患者 ・スモンの患者 ・指定難病の患者 

・後天性免疫不全症候群の患者 ・脊髄損傷の患者 ・真皮を超える褥瘡の患者 

・人工呼吸器を使用している患者 ・気管切開の管理を要する患者 ・気管カニューレを使用している患者 

・ドレーンチューブ等を使用している患者 ・人工肛門等の管理を要する患者 ・在宅自己腹膜灌流を実施している患者 

・在宅血液透析を実施している患者 ・酸素療法を実施している患者 ・在宅中心静脈栄養を実施している患者 

・在宅成分栄養経管栄養法を実施している患者 ・在宅自己導尿を実施している患者 
・植込み型脳・脊髄電気刺激装置による疼痛
管理を受けている患者 

・携帯型精密輸液ポンプによるプロスタグランジンI２製剤の投与を受けている患者 



 

③ 月１回の訪問診療による管理料を新設 
④ 同一日に診療した人数に関わらず、当該建築物において医学管理を実施している人数に応じ
て評価 

質の高い在宅医療・訪問看護の確保② 
平成28年度診療報酬改定 

現行 
（在総管：機能強化型在支診（病床なし）） 

同一建物居住者以外の場合 4,600点 

同一建物居住者の場合※1 1,100点 

改定後 
（在総管：機能強化型在支診（病床なし）） 

単一建物診療患者の人数※2 

1人 2～9人 10人～ 

重症患者（月2回以上訪問） 5,000点 4,140点 2,640点 

月2回以上訪問している場合 4,200点 2,300点 1,200点 

月1回訪問している場合 2,520点 1,380点 720点 

現行 
（在総管：在支診） 

同一建物居住者以外の場合 4,200点 

同一建物居住者の場合※1 1,000点 

改定後 
（在総管：在支診） 

単一建物診療患者の人数※2 

1人 2～9人 10人～ 

重症患者（月2回以上訪問） 4,600点 3,780点 2,400点 

月2回以上訪問している場合 3,800点 2,100点 1,100点 

月1回訪問している場合 2,280点 1,260点 660点 

※1 同一建物居住者の場合；当該建築物に居住する複

数の者に対して、医師が同一日に訪問診療を行う場
合 

※2 単一建物診療患者の人数：当該建築物に居住する者のうち、当該保険
医療機関が在宅医学管理を行っている者の数 

在宅医療における重症度・居住場所に応じた評価② 
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質の高い在宅医療・訪問看護の確保③ 
平成28年度診療報酬改定 

現行 
（特医総管：機能強化型在支診（病床なし）） 

同一建物居住者以外の場合 3,300点 

同一建物居住者の場合※1  800点 

改定後 
（施設総管：機能強化型在支診（病床なし）） 

単一建物診療患者の人数※2 

1人 2～9人 10人～ 

重症患者（月2回以上訪問） 3,600点 2,970点 2,640点 

月2回以上訪問している場合 3,000点 1,650点 1,200点 

月1回訪問している場合 1,800点 990点 720点 

現行 
（特医総管：在支診） 

同一建物居住者以外の場合 3,000点 

同一建物居住者の場合※1  720点 

改定後 
（施設総管：在支診） 

単一建物診療患者の人数※2 

1人 2～9人 10人～ 

重症患者（月2回以上訪問） 3,300点 2,700点 2,400点 

月2回以上訪問している場合 2,700点 1,500点 1,100点 

月1回訪問している場合 1,620点 900点 660点 

※1 同一建物居住者の場合；当該建築物に居住する複数
の者に対して、医師が同一日に訪問診療を行う場合 

※ 単一建物診療患者の人数：当該建築物に居住する者のうち、当該保険医
療機関が在宅医学管理を行っている者の数 

在宅医療における重症度・居住場所に応じた評価③ 



平成28年度診療報酬改定 

参考：「同一建物居住者の場合」及び「単一建物診療患者の人数」の取扱い 

現行 同一建物居住者の場合 

対象項目 

 ・在宅患者訪問診療料 
 ・在宅時医学総合管理料（在総管） 
 ・特定施設入居時等医学総合管理料（特医総管） 
                          等 

改定後 同一建物居住者の場合 単一建物診療患者の人数 

対象項目 

 

 ・在宅患者訪問診療料                        

                         等 
 ・在宅時医学総合管理料（在総管） 
 ・施設入居時等医学総合管理料（施設総管） 

定義 

 当該建築物に居住する複数の者に対して、
保険医療機関の保険医が同一日に訪問診療
を行う場合を、「同一建物居住者の場合」
という。 

 単一建物診療患者の人数とは、当該患者が居
住する建築物に居住する者のうち、当該保険医
療機関が在総管又は施設総管を算定する者の人
数をいう。（※） 

（※） 単一建物診療患者の人数の算出には以下の例外がある。 
 １つの患家に同居する同一世帯の患者が２人以上いる場合は、患者ごとに「単一建物診療患者数が１人の場合」を算定する。 
 在総管について、当該建築物において当該保険医療機関が在宅医学管理を行う患者数が、当該建築物の戸数の10％以下の場合及

び当該建築物の戸数が20戸未満であって、当該保険医療機関が在宅医学管理を行う患者が２人以下の場合には、それぞれ「単一建
物診療患者が１人の場合」を算定する。 

 ユニット数が３以下の認知症対応型共同生活介護の対象施設については、それぞれのユニットにおいて、施設総管（平成２９年３月ま
では在総管を含む。 ）を算定する人数を、単一建物診療患者の人数とみなす。  
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  在宅医療専門の医療機関について、在支診の施設基準に加え、以下の実績等を満たしている
場合には、それぞれ同様に評価を行う。 
 
 
 

質の高い在宅医療・訪問看護の確保④ 

 健康保険法に基づく開放性の観点から、外来応需体制を有していることが原則であることを明確
化した上で、以下の要件等を満たす場合には在宅医療を専門に実施する診療所の開設を認める。 

 

 [主な開設要件] 
① 外来診療が必要な患者が訪れた場合に対応できるよう、診療地域内に2か所以上の協力医療機関を確保していること（地
域医師会から協力の同意を得られている場合はこの限りではない。） 

② 在宅医療導入に係る相談に随時応じ、患者・家族等からの相談に応じる設備・人員等が整っていること。  
③ 往診や訪問診療を求められた場合、医学的に正当な理由等なく断ることがないこと。 

④ 緊急時を含め、随時連絡に応じる体制を整えていること。                                  等 

在宅医療を専門に行う医療機関の開設 

平成28年度診療報酬改定 

在宅医療専門の医療機関に関する評価 

① 在宅患者の占める割合が95％以上 ④ （施設総管の件数）／（在総管・施設総管の件数） ≤ 0.7 

② 5か所／年以上の医療機関からの新規患者紹介実績 
⑤ （要介護３以上の患者＋重症患者）／（在総管・施設総管の
件数） ≥ 0.5 ③ 看取り実績が20件／年以上又は15歳未満の超・準超重症

児の患者が10人以上 

 在宅医療専門の医療機関であって、上記の基準を満たさないものは、在総管・
施設総管について、在支診でない場合の所定点数の80／100に相当する点数
により算定する。 

 

 在宅患者の占める割合が95％未満である医療機関について、在支診の要件
は現行通りとする。 52 
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機能強化型在支診 
在支診 

単独型 連携型 

全ての在支診
が満たすべき

基準 

 ① 24時間連絡を受ける体制の確保 
 ② 24時間の往診体制 
 ③ 24時間の訪問看護体制 
 ④ 緊急時の入院体制 
 ⑤ 連携する医療機関等への情報提供 
 ⑥ 年に1回、看取り数等を報告している 

機能強化型在
支診が満たす
べき基準 

⑦ 在宅医療を担当する常勤の医師 
   3人以上 

⑦ 在宅医療を担当する常勤の医師 
   連携内で3人以上 

⑧ 過去1年間の緊急往診の実績 
   10件以上 

⑧ 過去1年間の緊急往診の実績 
   連携内で10件以上・各医療機関で4件以上 

⑨ 過去1年間の看取りの実績又は 
  超・準超重症児の医学管理の実績 
  のいずれか 
       4件以上 

⑨ 過去1年間の看取りの実績が連携内で 
    4件以上、 
 

  各医療機関において、看取りの実績又は超・
準超重症児の医学管理の実績のいずれか 

  2件以上 

在宅患者が
95％以上（※）

の在支診が満
たすべき基準 

 ⑩ 5か所／年以上の医療機関からの新規患者紹介実績 
 ⑪ 看取り実績が20件／年以上又は超・準超重症児の患者が10人／年以上 
 ⑫ （施設総管の件数）／（在総管・施設総管の件数） ≤ 0.7 
 ⑬ （要介護3以上の患者＋重症患者）／（在総管・施設総管の件数） ≥ 0.5 

参考：在宅療養支援診療所の施設基準の概要 

平成28年度診療報酬改定 

※在宅患者が95％以上とは、１か月に初診、再診、往診又は訪問診療を実施した患者のうち往診又は訪問診療を実施した患者の割合が９５％以上 



質の高い在宅医療・訪問看護の確保⑤ 
平成28年度診療報酬改定 

 
  小児在宅医療に積極的に取り組んでいる医療機関を評価する観点から、機能強化型の在支診 
 ・病の実績要件として、看取り実績だけでなく、重症児に対する医学管理の実績を評価する。 

小児在宅医療に係る評価の推進 

 

  より充実した診療を行っている医療機関を評価する観点から、休日の往診に対する評価を新設する。 

休日の往診に対する評価の充実 

現行 

【機能強化型（単独型）】 
過去1年間の在宅における看取り実績が4件以上 

【機能強化型（連携型）】 
過去1年間の看取り実績が、連携する他の医療機関と併せて
4件以上、かつ、当該医療機関において2件以上 

改定後 

【機能強化型（単独型）】 
過去1年間の在宅における看取り実績が4件以上又は過去1年
間の15歳未満の超・準超重症児の医学管理の実績が4件以上 

【機能強化型（連携型）】 
・過去1年間の看取り実績が、連携する他の医療機関と併せて4
件以上 
・当該医療機関において過去1年間の看取り実績が2件以上又
は15歳未満の超・準超重症児の医学管理の実績が2件以上 

現行 

【機能強化型（病床有り）】 
  夜間（深夜を除く。）の往診    1,700点 

【機能強化型（病床なし）】 
  夜間（深夜を除く。）の往診    1,500点 

【通常型】 
  夜間（深夜を除く。）の往診    1,300点 

【その他】 
  夜間（深夜を除く。）の往診     650点 

改定後 

【機能強化型（病床有り）】 
  夜間・休日（深夜を除く。）の往診    1,700点 

【機能強化型（病床なし）】 
  夜間・休日（深夜を除く。）の往診    1,500点 

【通常型】 
  夜間・休日（深夜を除く。）の往診    1,300点 

【その他】 
  夜間・休日（深夜を除く。）の往診     650点 54 



質の高い在宅医療・訪問看護の確保⑥ 

 在宅医療において、実績に応じた評価を行う観点から、緊急往診及び看取りの十分な
実績等を有する在支診・病に対する評価を充実する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ［施設基準］ 
 ① 機能強化型の在支診・病の届出を行っていること。 
 ② 過去1年間の緊急往診の実績が15件以上、かつ、看取りの実績が20件以上であること。 
 ③ 緩和ケア病棟又は在宅での１年間の看取り実績が10件以上の医療機関において、3か月以上の勤務歴がある常勤の医師がい

ること。 
 ④ 末期の悪性腫瘍等の患者であって、鎮痛剤の経口投与では疼痛が改善しないものに対し、患者が自ら注射によりオピオイド系鎮

痛薬の注入を行う鎮痛療法を実施した実績を、過去１年間に２件以上有していること、又は過去に５件以上実施した経験のある常
勤の医師配置されており、適切な方法によってオピオイド系鎮痛薬を投与した実績を過去１年間に10件以上有していること。 

 ⑤ 「がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会の開催指針に準拠した研修」又は「緩和ケアの基本教育のための都道府県指
導者研修会等」を修了している常勤の医師がいること。 

 ⑥ 院内等において、過去1年間の看取り実績及び十分な緩和ケアが受けられる旨の掲示をするなど、患者に対して必要な情報提
供がなされていること。 

在宅医療における看取り実績に関する評価の充実① 

平成28年度診療報酬改定 

55 

(新)   在宅緩和ケア充実診療所・病院加算 

十分な実績を有する医療機関が、以下の項目に該当する診療を行った際に、以下に示す点
数を所定点数に加算する。 

緊急、夜間・休日又は深夜の往診  １００点 

ターミナルケア加算 １,０００点 

在宅時医学総合管理料 １００～４００点 

施設入居時等医学総合管理料 ７５～３００点 

在宅がん医療総合診療料 １５０点 



質の高い在宅医療・訪問看護の確保⑦ 

 在宅医療において、実績に応じた評価を行う観点から、緊急往診及び看取りの十分な
実績等を有する在支診・病に対する評価を充実する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ［施設基準］ 

在宅医療における看取り実績に関する評価の充実② 

平成28年度診療報酬改定 
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在宅療養実
績加算１ 

（新）在宅療
養実績加算２ 

緊急、夜間・休日又は深夜の往診  ７５点 ５０点 

ターミナルケア加算 ７５０点 ５００点 

在宅時医学総合管理料 ７５～３００点 ５０～２００点 

施設入居時等医学総合管理料 ５６～２２５点 ４０～１５０点 

在宅がん医療総合診療料 １１０点 ７５点 

在宅療養実績加算１ （新）在宅療養実績加算２ 

過去1年間の緊急の往診の実績 10件以上 ４件以上 

過去1年間の在宅における看取りの 
実績 

４件以上 ２件以上 

緩和ケアに係る研修 － 

 「がん診療に携わる医師に対する緩和
ケア研修会の開催指針に準拠した研
修」又は「緩和ケアの基本教育のための
都道府県指導者研修会等」を修了して
いる常勤の医師がいること。 



 

  疾患の医学管理に関する評価を踏まえて、現行の注射指導回数に応じた評価の差を縮小する
とともに、導入初期の指導を重点的に評価する。また、難病患者への指導管理を行った場合も併
せて重点的に評価する。 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[算定要件] 
①  在宅自己注射の導入前には、入院又は２回以上の外来、往診若しくは訪問診療により、医師による十分な教育期間をとり、
十分な指導を行うこと。また指導内容を詳細に記載した文書を作成し患者に交付すること。 

② 導入初期加算は  新たに在宅自己注射を導入した患者に対し、３月の間、月１回に限り算定する。ただし、投与薬剤の種類
を変更した場合は、当該変更を行った月においても算定することができる。なお、過去１年以内に使用した薬剤に変更した場
合は、算定できない。 

(新) ２以上の保険医療機関において、同一の患者について異なる疾患の在宅自己注射指導管理を行っている場合に、 
    それぞれ当該指導管理料を算定できることとする。 

在宅自己注射指導管理料の見直し 
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改定後 

１．複雑な場合 1,230点 

２．「１」以外
の場合 

月27回以下 ６５０点(改) 

月28回以上 ７５０点(改) 

(新) 注 「２ １以外の場合」につい 
      ては、難病外来指導管理料 
      との併算定は可能とする。 

 注 導入初期加算 ５６０点（改） 

現行 

１．複雑な場合  1,230点 

２．「１」以外 
  の場合 

月３回以下 １００点 

月４回以上 １９０点 

月８回以上 ２９０点 

月28回以上 ８１０点 

注 導入初期加算 ５００点 

平成28年度診療報酬改定 

質の高い在宅医療・訪問看護の確保⑧ 



 在宅酸素療法指導管理料について、診療に関する評価と材料費に関する評価を分けた上で、医師の判断に基づき患者が受
診しない月を含め、最大３月分まで機器の費用を評価した加算は算定できることとする。 

 
 
 
 
 
 

 
 在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料について、睡眠時無呼吸症候群又は心不全に対するＡＳＶ療法に関する評価を新たに追

加し、診療に関する評価と材料費に関する評価を分けた上で、医師の判断に基づき患者が受診しない月においても、最大３
月分まで、機器の費用を評価した加算は算定できることとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 在宅呼吸療法関連の機器加算のうち、２月に２回算定可能としているものについて、３月に３回算定可能とする。 
  ［対象加算］ 酸素ボンベ加算、酸素濃縮装置加算、液体酸素装置加算、呼吸同調式デマンドバルブ加算  

  在宅療養指導管理材料加算において、機器を患者に貸与する場合の要件の厳格化を行う。 
   これらの装置の保守・管理を販売業者に委託する場合には、保険医療機関は、当該販売業者との間で、これらの装置の保守・管理に関する契約   
  を締結し、保守・管理の内容を患者に説明することした上で、定期的な確認と指導を行い、当該装置の保守・管理が当該販売業者により十分に行わ  
  れている状況を維持すること。 

 
 

質の高い在宅医療・訪問看護の確保⑨ 
平成28年度診療報酬改定 

現行 

在宅酸素療法指導管理料 （月１回) 

１ チアノーゼ型先天性心疾患の場合              １，３００点 
２ その他の場合                           ２，５００点 

改定後 

在宅酸素療法指導管理料   （月１回） 
 １ チアノーゼ型先天性心疾患の場合                  ５２０点   

 ２ その他の場合                                                ２，４００点
（新）在宅酸素療法材料加算 （３月に３回） 
 １ チアノーゼ型先天性心疾患の場合                 ７８０点 
 ２ その他の場合                                                   １００点 

現行 

在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料 （月１回）     ２５０点 
経鼻的持続陽圧呼吸療法用治療器加算            １，２１０点 

改定後 

在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料 （月１回）           

 （新）１ 在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料１          ２，２５０点 
 （改）２ 在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料２              ２５０点 
 
（新）在宅持続陽圧呼吸療法用治療器加算（３月に３回） 
 １ ＡＳＶを使用した場合                                           ３，７５０点 

 ２ ＣＰＡＰを使用した場合                                    １，１００点 
 
（新）在宅持続陽圧呼吸療法材料加算（３月に３回）     １００点        

在宅指導管理料等の適正な評価 
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質の高い在宅医療・訪問看護の確保⑩ 

 

 在宅医療を推進するために、機能の高い訪問看護ステーションを実情に即して評価する。また、
超重症児等の小児を受け入れる訪問看護ステーションを増加させるために、超重症児等の小
児の訪問看護に積極的に取り組む訪問看護ステーションを評価する。 
 

 
 
 

 

平成28年度診療報酬改定 

機能強化型訪問看護ステーションの要件見直し 

改定後 

【機能強化型訪問看護管理療養費１】 
ハ 次のいずれかを満たすこと。 
① ターミナルケア件数※を合計した数が年に 20以上  
② ターミナルケア件数を合計した数が年に 15以上、かつ、超重症児及び準超重症
児の利用者数を合計した数が常時４人以上 

③ 超重症児及び準超重症児の利用者数を合計した数が常時６人以上 

ホ 居宅介護支援事業所を同一敷地内に設置すること。なお、ハにおいて②又は③に
該当する場合は、障害者総合支援法に基づく指定特定相談支援事業者又は児童
福祉法に基づく指定障害児相談支援事業者と連携することが望ましい。 

 
【機能強化型訪問看護管理療養費２】 
ハ 次のいずれかを満たすこと。 
① ターミナルケア件数を合計した数が年に 15以上  
② ターミナルケア件数を合計した数が年に 10以上、かつ、超重症児及び準超重症
児の利用者数を合計した数が常時３人以上 

③ 超重症児及び準超重症児の利用者数を合計した数が常時５人以上 

ホ 居宅介護支援事業所を同一敷地内に設置すること。なお、ハにおいて②又は③に
該当する場合は、障害者総合支援法に基づく指定特定相談支援事業者又は児童
福祉法に基づく指定障害児相談支援事業者と連携することが望ましい。 

現行 

【機能強化型訪問看護管理療養費１】 
ハ 訪問看護ターミナルケア療養費又はター
ミナルケア加算の算定数が年に合計 20回
以上 

 
 

ホ 居宅介護支援事業所を同一敷地内に設
置すること。 

 

 
【機能強化型訪問看護管理療養費２】 
ハ 訪問看護ターミナルケア療養費又はター
ミナルケア加算の算定数が年に合計 15回
以上 

 
 

ホ 居宅介護支援事業所を同一敷地内に設
置すること。 

※ターミナルケア件数： 

 訪問看護ターミナルケア療養費の算定件数、ターミナルケア加算の算定件数及び在宅で死亡した利用者のうち当該訪問看護ステーションと
共同で訪問看護を行った保険医療機関において在宅がん医療総合診療料を算定していた利用者数を合計した数 
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指定居宅介護支援事業所 

情報提供・相談・ 
人材育成 

常勤看護職員 

重症度の高い患
者の受け入れ★ 
（別表第７の利用者数） 

24時間対応★ 
（24時間対応体制加算の

届出） 

休日・祝日等も含
めた計画的な訪
問看護の実施★ 

連携 

同一敷地内 

質の高い在宅医療・訪問看護の確保⑪ 
平成28年度診療報酬改定 

機能強化型訪問看護ステーションの評価 

看護職員 

要件 機能強化型１ 機能強化型２ 

１．常勤看護職員の数 ７人以上 ５人以上 

２．ターミナルケア又は重症児の受け入れ実績注）（いずれかを満たすこと） 
 ①ターミナルケア件数 
 ②ターミナルケア件数、かつ、超重症児・準超重症児の利用者数 
 ③超重症児・準超重症児の利用者数 

 
①20件／年 
②15件／年、４人 
③６人 

 
①15件年 
②10件／年、３人 
③５人 

３．別表第７に該当する利用者数 10人以上／月 ７人以上／月 

４．24時間対応体制加算の届出を行っている 

５．居宅介護支援事業所を同一敷地内に設置 
  （居宅サービス計画、介護予防サービス計画の作成が必要な利用者のうち、1割程度の計画を作成） 

６．休日、祝日等も含めた計画的な訪問看護の実施 

７．情報提供・相談・人材育成（地域住民等に対する情報提供や相談、人材育成のための研修の実施） 

ケアマネジャー 

居宅介護支援事
業所の設置★ 

相談支援事業者
との連携 

注）ターミナルケア件数は過去１年間の実績を、超重症児・
準超重症児の利用者数は常時要件を満たしていること。 

別表第７ 
末期の悪性腫瘍 
多発性硬化症 
重症筋無力症 
スモン 
筋萎縮性側索硬化症 
脊髄小脳変性症 
ハンチントン病 
進行性筋ジストロフィー症 
パーキンソン病関連疾患 
多系統萎縮症 

 
プリオン病 
亜急性硬化性全脳炎 
ライソゾーム病 
副腎白質ジストロフィー 
脊髄性筋萎縮症 
球脊髄性筋萎縮症 
慢性炎症性脱髄性多発神経炎 
後天性免疫不全症候群 
脊髄損傷 
人工呼吸器を使用している状態 

※ ★印は必須要件 

☆印は、ターミナルケア・重症児の受入実績のいずれ
かが必須要件 

ターミナル
ケア☆ 

重症児の 
受け入れ☆ 

訪問看護ステーション 
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質の高い在宅医療・訪問看護の確保⑫ 

 
 在宅医療のニーズの増大に対応した訪問看護の提供体制を確保する。 

平成28年度診療報酬改定 

病院・診療所からの訪問看護の評価 

現行 

【在宅患者訪問看護・指導料】 
保健師、助産師又は看護師による場合 
 週３日目まで 

 
 

５５５点 

【同一建物居住者訪問看護・指導料】 
保健師、助産師又は看護師による場合 
 同一日に２人、週３日目まで 

 
 

５５５点 

【精神科訪問看護・指導料】 
保健師、看護師、作業療法士又は精神保健福祉士 
 週３日目まで 30分以上の場合 

 
 

５７５点 

【退院前訪問指導料】 ５５５点 

改定後 

【在宅患者訪問看護・指導料】 
保健師、助産師又は看護師による場合 
 週３日目まで 

 
 

５８０点 

【同一建物居住者訪問看護・指導料】 
保健師、助産師又は看護師による場合 
 同一日に２人、週３日目まで 

 
 

５８０点 

【精神科訪問看護・指導料】 
保健師、看護師、作業療法士又は精神保健福祉士 
 週３日目まで 30分以上の場合 

 
 

５８０点 

【退院前訪問指導料】 ５８０点 

※ 在宅患者訪問看護・指導料、同一建物居住者訪問看護・指導料及び精神科訪問看護・指導料は、代表的な点数を挙げている。 
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 医師の指示に基づき、在宅医療において看護師等が医師の診療日以外に行った検体採取や、使用した特
定保険医療材料及び薬剤に関する診療報酬上の取扱いを明確にする。 

 
 
 

 

 
 訪問看護を指示した保険医療機関が、在宅療養において必要かつ十分な量の衛生材料及び保険医療材
料を提供したことについて評価する。 

 
 （新）  衛生材料等提供加算   ８０点（月１回） 

 

［算定要件］ 

 訪問看護指示書又は精神科訪問看護指示書を交付した患者のうち、衛生材料及び保険医療材料が必要な者に対して、
在宅療養において必要かつ十分な量の衛生材料及び保険医療材料を提供した場合 

 ※ 在宅療養指導管理料等を算定している場合は、当該管理料に包括される。 

質の高い在宅医療・訪問看護の確保⑬ 
平成28年度診療報酬改定 

衛生材料等の提供についての評価 

特定保険医療材料等の算定の明確化 

現行 

在宅患者訪問点滴注射管理指導料 ６０点 

改定後 

在宅患者訪問点滴注射管理指導料 １００点 

訪問看護指示料、精神科訪問看護指示料 

訪問看護・特別養護老人ホーム 

薬剤  初診、再診又は在宅医療において、患者の診療を担う医師の指示に基づき、当該医師の診療日以外の日に訪問看護ステー
ション等の看護師等が、患者に対し点滴又は処置等を実施した場合は、当該保険医療機関において、点滴又は処置等に用いた
薬剤及び特定保険医療材料（患者に使用した分に限る）の費用を算定できることとする。 特定保険医療材料 

検体検査 
 初診、再診又は在宅医療において、患者の診療を担う医師の指示に基づき、当該医師の診療日以外の日に訪問看護ステー
ション等の看護師等が、患者に対し検査のための検体採取等を実施した場合は、当該保険医療機関において、検体検査実施料
の費用を算定できることとする。（当該医療機関は、検体採取に当たって必要な試験管等の材料を患者に対して支給する。） 

在宅患者訪問点滴注射管理指導料 
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